
 

対
象
者

　

こ
の
制
度
は
、
介
護
保
険
の
介
護
予
防
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
本
市
に

お
住
ま
い
の
40
歳
以
上
の
方（
薩
摩
川
内
市

介
護
保
険
第
一
号
被
保
険
者
お
よ
び
第
二
号

被
保
険
者
）を
登
録
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
次
の
と
お
り
）

　
「
高
齢
者
支
援
型
」を
申
請
す
る
場
合
は
、
活

動
で
き
る
日
程
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
代
理
に

よ
る
カ
ー
ド
の
発
行
は
原
則
で
き
ま
せ
ん（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
は
、
カ
ー
ド
発
行

時
に
行
い
ま
す
）。

　

申
請
す
る
と
き
は
、
本
人
の
印
鑑（
代
理
の
場

合
は
代
理
の
方
の
印
鑑
）を
持
参
し
て
、
本
庁
ま

た
は
各
支
所
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
貢
献
や
社
会
参

加
を
通
し
て
、
介
護
予
防
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
て

ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
し
ょ
う
！

◦�

カ
ー
ド
発
行
日
以
降
の
使
用
と
し
、
日
付

が
前
後
し
な
い
よ
う
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

1
日
に
同
じ
ス
タ
ン
プ
を
２
つ
押
し
た
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

指
定
の
ス
タ
ン
プ
が
押
し
て
あ
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ン
プ
を

チ
ケ
ッ
ト
に
換
え
る
に
は

　

集
め
た
ス
タ
ン
プ
は
、
本
庁
ま
た
は
各
支

所
で
、
上
限
５
０
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト（
介

護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
転
換
利
用

券
）に
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
換
の
申
請
期
間
は
、
翌
年
度
の
４
月
１

日
か
ら
２
月
末
日
ま
で
で
す
。
今
年
度
交
換

で
き
る
の
は
、
平
成
28
年
度
の
黄
色
の「
参

加
型
」カ
ー
ド
と
、
灰
色
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

型
」カ
ー
ド
で
す
。
期
間
を
過
ぎ
る
と
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
換
し
た
チ
ケ
ッ
ト
は
、
市
内
の
協
力
店

を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
料
金
の
一
部
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

＊�

協
力
店
の
一
覧
は
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
の
転
換
に
必
要
な
も
の

▼
本
人
の
場
合

◦
本
人
の
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

◦
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド

▼
代
理
の
場
合

◦�

本
人
の
署
名
、
押
印
の
あ
る
介
護
予
防
元

気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド

◦
代
理
の
方
の
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

　
参
加
型
の
対
象
と
な
る

　
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業

の
参
加
型
の
対
象
と
な
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

【
対
象
団
体
】＝
会
員
の
お
お
む
ね
半
数
以
上

が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
継
続
的
に
介
護
予
防

に
取
り
組
み
、
５
人
以
上
で
活
動
し
て
い
る

団
体（
既
に
登
録
済
み
の
団
体
は
再
度
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
申
込
方
法
】＝
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
お

よ
び
各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送

＊�

審
査
に
は
１
カ
月
ほ
ど
時
間
を
要
し
ま
す
。

審
査
結
果
は
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業

　市が指定した活動に参加または支援を行った場合に、
指定のスタンプをカードに押してもらいます。

■参加型（オレンジ色のカード）
【対象者】＝65歳以上の方
【対象事業】＝
①市が主催する介護予防事業
②�高齢者クラブ連合会が主催する
事業
③ふれあいいきいきサロン
④�地区コミュニティ協議会が主催
する事業
⑤自治会が主催する事業
⑥交通安全協会が主催する事業
⑦�その他市長が認めた介護予防に
資する事業
　（＊要件に基づき申請が必要）

■高齢者支援型（青色のカード）
【対象者】＝40歳以上でボランティ
アセンターなどに登録した方
【対象事業】＝ボランティアセン
ター（市社会福祉協議会）などから
依頼のあった「高齢者に対する支援
や活動」

　スタンプは
 「四角」

　スタンプは
 「丸」

「参加型」と「高齢者支援型」があります!!

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
給
付
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
６
７
５
・
２
６
７
６
）

お
よ
び
各
支
所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
グ
ル
ー
プ（
鹿
島
支
所
は
市
民
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

☝

☝
有
害
鳥
獣
被
害

【
問
合
先
】＝

　

●
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・
駆
除
に
関
す
る
こ
と 

　
　

本
庁
林
務
水
産
課
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ（
内
線
４
２
７
１
）

　
　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ（
鹿
島
支
所
は
産
業
建
設
グ
ル
ー
プ
）

　

●
そ
れ
以
外
に
関
す
る
こ
と　

　
　

本
庁
農
政
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ（
内
線
４
２
２
２
）

　
　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ（
鹿
島
支
所
は
産
業
建
設
グ
ル
ー
プ
）

①「
寄
せ
付
け
な
い
」た
め
の
取
り
組
み

　

被
害
増
加
の
最
大
の
原
因
は
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
の「
餌え

づ付
け
」で
す
。「
餌
付
け
」

に
相
当
す
る
行
為
を
見
直
し
、
寄
せ
付
け
な

い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

③「
個
体
数
を
減
ら
す
」た
め
の
取
り
組
み

　

被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
域
の
猟
友

会
の
協
力
を
得
て
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
た

め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
政
課
】

▼ 

国
が
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
実
践

事
業

▼ 

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
導
入
事
業

▼ 

ゴ
ー
ル
ド
集
落
鳥
獣
被
害
防
止
施
設

設
置
事
業

【
林
務
水
産
課
】

▼ 

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
お
よ
び
緊
急
捕

獲
活
動
支
援
事
業

▼ 

有
害
捕
獲（
狩
猟
免
許
初
心
者
）講
習

会
受
講
料
助
成

　

捕
獲
に
の
み
頼
る
の
で
は
な
く
、
野
生
鳥

獣
を
見
掛
け
た
ら
必
ず
追
い
払
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
集
落
・
市
民
ぐ
る
み
の
追
い
払

い
活
動
の
取
り
組
み
が
、
よ
り
効
果
的
な
被

害
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②「
侵
入
を
防
止
す
る
」た
め
の
取
り
組
み

　

一
般
的
に
は
、
有
害
鳥
獣
は
臆
病
で
人
を

恐
れ
ま
す
。
そ
の
性
質
を
う
ま
く
利
用
し
た

の
が「
緩
衝
帯
」で
す
。

「緩
かんしょうたい

衝帯」とは？
　農地と山林などの間の見晴ら
しのよいスペースのことです。野
生鳥獣が身を隠せなくなるので、
警戒心を強める効果があり、有
害鳥獣が侵入しにくくなります。

　
市
内
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に

よ
る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
有
害
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●�収穫しない野菜や果物を
放置しない
●�収穫せず放置されている
果樹は伐採する

　廃棄する野菜や果物、収穫しな
い果樹を残しておくことは、有害
鳥獣に餌場を提供していることと
同じです。
●�有害鳥獣を見掛けたら、
必ず追い払う

　「人間は怖い生き物」と認識させ
ることが肝心です。

　電気柵を設置することで、電気ショックに
よる痛みにより柵は危険と学習させ、柵に近
寄らせず、侵入を防ぐ効果があります。
・通電性の良い場所に設置しましょう。
・�漏電防止のため、小まめに草刈りを行い、
電線が切れていないかなど、整備・点検を
しっかり行いましょう。
・�「注意表示板」の設置が義務付けられてい
ます。必ず設置しましょう。
・�家庭用電源からの直結は大変危険です。必
ず専用機器（電気牧柵器）を使用しましょ
う。
・�電気柵の盗難が増えています。管理を十分
に行いましょう。

電気柵設置のポイント

山林

農地

緩衝帯

「捕獲してもらえるから大丈夫」
「柵を取り付けたから、もう安心」
「収穫できない分は捨ててしまおう」

そう考えてはいませんか？

被害防止対策のポイントは、
① 寄せ付けない
② 侵入を防止する　の３点です。
③ 個体数を減らす

7 2017.8.10　広報さつませんだい 6広報薩摩川内　2017.8.10




